
提

出

者

逢

坂

誠

二

平
成
十
八
年
六
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

三

三

号

ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
八
年
の
「
ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
報
告
書
」
に
は
諸
々
の
課
題
を
実
現
す
る
必
要
性
が
明

記
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
所
管
省
庁
に
検
討
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
予
算
獲
得
の
困
難
性
等

の
理
由
か
ら
大
方
の
内
容
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
先
の
有
識
者
懇
談
会
が
官
房
長
官
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
同
レ
ベ
ル
の
審
議
会
を
新
た
に
設
け
、

未
実
現
課
題
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
協
議
を
も
ち
、
省
庁
の
垣
根
を
超
え
て
推
進
、
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考

え
方
を
伺
う
。

二

同
報
告
書
で
唱
わ
れ
た
ア
イ
ヌ
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
進
展
の
状
況
を
伺
う
。

三

平
成
一
七
年
六
月
に
国
交
省
北
海
道
局
の
「
イ
オ
ル
再
生
等
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
方
策
検
討
委
員
会
」
が
提
出
し
た
「
ア
イ

ヌ
の
伝
統
的
生
活
空
間
の
再
生
に
関
す
る
基
本
構
想
」
で
は
、
「
本
報
告
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
考
え
方
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝

統
的
生
活
空
間
の
再
生
に
関
す
る
施
策
の
展
開
を
図
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ
て

展
開
さ
れ
て
い
る
他
の
施
策
と
合
わ
せ
て
、
ウ
タ
リ
対
策
懇
談
会
が
提
言
し
た
新
し
い
施
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と

一



が
強
く
望
ま
れ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
た
イ
オ
ル
再
生
に
関
す
る
施
策
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


